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(1) 

右図のように、直角三角形 ABCの斜辺を BCとし、内接する円と 

辺 ABCABC ,, との接点を、 RQP ,, とする。 

辺 ABCABC ,, の長さを、それぞれ cba ,, とすると rcBRrbCQ  ,  

CQCPBRBPARAQ  ,, であるから rcbCPBPa 2  ──① 

22  rcba に①を代入すると 2)(2  cb  1 cb  

したがって、斜辺の長さは ra 21  ……(答) 
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直角三角形 ABCの面積は、 bcS
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 で与えられる。(1)より 1 cb であるから、 10  b として 
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したがって、 S は
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 cb のとき最大となり、最大値は
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なお、このとき
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cbarbc  より、
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 rrrbc と r の式で表されるが、
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最大値は
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ではない。 
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